



CIRAS discussion paper No.92 : 『カラム』の時代 XI --マレ
ー・イスラム世界の女性と近代 = The Age of Qalam XI --







































●  イジュマ ［ー合意、501］
●  イスラ ［ー夜の旅、495 ］
●  イバーダート［信仰行為、487 ］
●  カディ［イスラム法の裁判官、504 ］
●  カリフ［ウンマの代表者（を示す称号）、492 ］
●  カンポン［集落、545 ］
●  キヤイ［イスラム指導者（を示す称号）、486 ］
●  キヤース［類推、501］
●  ザカート［喜捨、490 ］
●  ジン［妖霊、492 ］
●  スンナ［ムハンマドの言行に由来する慣例、485 ］
●  タービイーン［教友の弟子、504 ］
●  タフシール［コーラン注釈、545 ］
●  タラーク［夫が妻に行う離婚宣言、505 ］
●  ナフダトゥル・ウラマ ［ー500 ］
●  ニサーブ［ザカートが課される最低余剰財産、515 ］
●  ニスフ・シャバーン［イスラム暦8月15日、487 ］






●  ミラージュ［昇天、495 ］
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第95号  ［Qalam 1958.6: 6-7］
Q.507（095-01）
　人は常々ダルル・イスラム［インドネシアにおける



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（Asnā al-Muṭṭalib 4： 114, al-Muḥalla, 4： 171, tafsir 










とが容易となるだろう（al-Ahkām al-Sulṭāniyyah 40, 
Lubab al-Al-Ta’wl, コーラン「私室」の章第9-10節, 






























































































に負わせなければならない（Asnā al-Muṭṭalib 4： 113, 
































































































































































































al-Iqnāʿ, al-Bajayramī 4：18末尾, al-Muḥallā 4：174, 
al-Tuḥfah 9：76-78など）。
　バイヤーフとは、忠誠誓約を行って任命することで
ある（Muqaddimah Ibn Khaldūn 174, al-Bajayramī 4：
184）。その忠誠誓約は、知識人（ウラマー）、首長、そ
して高名な人々により明確に表明される。イスラム法
学用語では彼らのことを“ahl al-ḥal wa al-ʿaqd”、すな
わち「解き、そして結ぶ者たち」と言う（al-Tuḥfah 9：
76, al-Bughyah 281, Asnā al-Maṭālib 4：109, al-Aḥkām 
















フラーフを以て行われた（al-Aḥkām al-Sulṭāniyyah li 




















である、と考えている（l-Muḥallā 4：174, al-Tuḥfah 




















































































































































































































































































































































理由がある（Al-Aḥkām al-Sulṭāniyyah li al-Māwardī 








3, li al-Māwardī 15-18, al-Aḥkām al-Sulṭāniyyah li 
al-Ḥanbalī 16, Asnā al-Maṭālib 4：111, al-Tuḥfah 9：
79など）。４）シャウカーフを失う場合。もし国家元首
がイスティーラーによって力を得ており、同時にイ
マーム・アル＝アザムの条件を満たしていない場合は、
シャウカーフまたは権力を失った時、マズール（解任）
される（al-Bughyah 281）。
インドネシアにおける戦闘の解決　イスラム国家元首
になる人物の任命方法はどうなっているのか、またそ
の合法性はどうなのかを知り、イスラム法に則した責
務を知ることを経て、以下の結論が出せるだろう。す
なわち現インドネシアの国家元首は、条件を満たして
115資料編「千一問」試訳
いようとダルーラであろうと、今なおイマーム・アル
＝アザムのグループに含まれない。同様に、ワリ ・ービ・
アル＝シャウカーフのグループにも入らない。上記の
地位の呼称は、イスラム法を実施するため、預言者ム
ハンマドの代理人としての地位に任命された国家元首
に対し特別に与えられるものである。
　この問題に関して、私はインドネシア共和国の宗教
大臣が行った公式説明に賛同する。つまり、前号の中
で解説した通り、現インドネシア共和国の国家元首の
ことをイスラム法の解釈に則ってカリフ、イマーム・ア
ル＝アザムまたはスルタンと呼ぶことは未だできない。
そしてインドネシア共和国は未だイスラム国家となっ
ていない。現インドネシア共和国元首はズ ・ーアル＝
シャウカーフに過ぎない。したがってインドネシア共
和国とその新たな行政機構との連携は、「願望に応じ
た状態にもとづいて」人間が設けた世俗の組織であり、
未だにそれは宗教法と結びついた組織の範疇に含まれ
ない。それゆえ、イスラム教徒は、イマーム・アル＝ア
ザムに対してのように服従する法的義務はない。そし
て彼に服従しない集団をアル＝ブガーフ（乱暴狼藉を
働く反徒─編集部註）と称することは未だできない。
上述の全ては、イスラム国家と言われる宗教組織とし
て結びついた国家の国家元首に対して適用されるイス
ラム法である。よってインドネシアにおいて、インド
ネシア共和国の政府軍につこうとつくまいと、もしイ
スラム教徒同士の戦闘が起こった場合、そこで我々が
イスラム式に解決しようとする際には、反乱として対
処されるイマーム・アル＝アザムに対する抵抗という
観点からではなく、その戦闘が単なる内乱あるいは集
団対集団の戦いであるという観点から検討しなければ
ならない。一方、ムスリムたちの中から解決を行う「仲
裁者」として立ち上がる人が出てくることが望ましい。
それは本稿の初めにそのタフシールを解説したコーラ
ン「私室」の章第９-10節の中のアッラーの啓示の通り
である。さらに、『タフシール・アル＝マナール』第６部
367ページの中で、次のような見解が述べられている。
「もしこの世に公正で、イスラム法制度を確立する支
配者と、横暴で、イスラム法を遵守しない支配者がい
たら、イスラムを信仰する人々は皆、前者を一生懸命
支援する義務がある。もしムスリムの一団が別の者に
横暴を働き、また彼らが刀を使った時、両者が和解で
きなかった場合、横暴で敵対行為を行う側が再びアッ
ラーの命令に従うまで、ムスリムたちは彼らに戦いを
挑む義務がある」。
インドネシアのイスラム教徒のイマーム任命義務　
インドネシア共和国は現在に至るまで、イスラム式に
任命され、イスラム法を実施する責務を果たす国家元
首を未だ推戴していない。それゆえ、インドネシアの
イスラム教徒は、イスラム教とこの世の政治を守護及
び保護し、イスラムの教えと法が然るべく実行される
ように、預言者ムハンマドの代理人としての責務を果
たす人物がインドネシアの政府首脳陣を掌握するま
で、国家元首の擁立を実現するために戦う義務がある。
我々は強大で崇高なアッラーに、この戦いの実行にお
いてその御導き、援助、そして特別は御配慮を請う（こ
れがアル＝ファディール・アル＝ウスターズ・ムハンマ
ド・アルシャド・タリブ・ルビスの論文の結語である―
アブ ・ーアル＝モフタール）。
